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研究要旨 

 TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)は、より早期の発見と適切な治療のため診療ガイドライン

を改訂することが必要である。現在公表されている診療ガイドラインの問題点を明らかにし、改訂案を作成し

た。 

 

 

A. 研究目的 

TSH 分泌異常症(TSH 分泌亢進症・TSH 分泌低下症)

は、原因により手術療法や薬物療法が選択される

が、より早期の発見と確実な診断を行うため現在

までに発表した診断基準の改定が必要で、さらに

国際的な基準との整合性も考慮する必要があり、

本研究では現在の診断基準と治療指針の問題点を

明らかにし、改訂案を作成することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

 現行の下垂体性 TSH 分泌亢進症と下垂体前葉機

能低下症の診断基準について、最新の文献や諸外

国の診断基準を参考にして、問題点を明らかにし、

これまでの当研究班における議論を踏まえて改定

案の作成を行った。 

（倫理面への配慮） 

特記すべき事項なし 

 

C. 研究結果 

 下垂体性 TSH 分泌亢進症では、TSH不適合分泌症

候群(SITSH)を示す疾患群の鑑別診断をより容易

とするように、参考事項の項目に、見かけ上の

SITSH を示す病態について追加し、甲状腺ホルモン

不応症との鑑別診断が可能となるように、改訂案

を作成した。下垂体性TSH分泌低下症に関しては、

検査所見の項目については、重要な検査所見を上

位に配置し、さらに除外項目に非甲状腺疾患(低 T3

症候群)を除外する必要性を考慮し、改訂案を作成

した。 

 

D. 考察 

 現行の診断基準が作成されてから、数年が経過

しており、この間に欧米では新たなガイドライン

が策定された。今回のガイドラインは、それらの
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ガイドラインを参考にし、これまでの本邦での取

り組みも踏まえて改訂案を策定した。 

 

E. 結論 

下垂体性 TSH 分泌亢進症と TSH 分泌低下症の診

療ガイドラインの問題点を明らかにし、改訂案を

作成した。日本内分泌学会において承認が得られ

た後に、公表を行う予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  略 
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